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《
指
定
管
理
者
制
度
が

導
入
さ
れ
る
5
つ
の
施
設
》

市
に
お
い
て
は
、
平
成
17
年
4

月
19
日
に
、「
上
野
原
市
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
制
度
に
係
る
運

用
指
針
」を
策
定
し
、
市
の
施
設

の
管
理
運
営
の
方
法
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
き
て
い
て
、
平
成
18

年
4
月
1
日
か
ら
は
、
次
の
５
つ

の
施
設
に
こ
の
制
度
を
導
入
し
ま

す
。な

お
、
他
の
施
設
に
つ
い
て
も

導
入
に
向
け
て
継
続
的
に
検
討
を

行
い
、
制
度
の
有
効
的
な
活
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
取
り
組
み

状
況
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
随
時
掲
載
し
、
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す

《
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
ま
す
》

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、「
公
の
施
設
」の
管
理
運
営
に

指
定
管
理
者
制
度
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
行
っ
て
き

た「
管
理
委
託
制
度
」が「
指
定
管

理
者
制
度
」へ
と
転
換
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
当
市
に
お
い
て
も
平

成
18
年
4
月
1
日
か
ら
下
表
の
５

つ
の
施
設
に
、
こ
の
制
度
を
導
入

し
ま
す
。

※「
公
の
施
設
」と
は
、
運
動
施
設

や
福
祉
施
設
、
教
育
文
化
施
設

な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん
に
直
接

利
用
し
て
い
た
だ
く
施
設
を
い

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
地
方
自
治
体
が
公

の
施
設
の
管
理
を
外
部
に
委
ね
る

場
合
は
、
地
方
公
共
団
体
の
出
資

法
人
や
公
共
的
団
体
な
ど
に
限
ら

れ
て
い
て
、
管
理
委
託
と
し
て
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
り
、
民
間
事
業
者

を
含
む
幅
広
い
団
体
に
施
設
の
管

理
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
の

使
用
許
可
な
ど
委
ね
る
内
容
の
幅

も
広
が
り
、
施
設
の
設
置
目
的
が

有
効
的
に
達
成
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
指
定
管
理
者

と
し
て
団
体
を
指
定
す
る
場
合
に

は
、
議
会
の
議
決
を
経
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

《
指
定
管
理
者
制
度
の

目
的
と
効
果
》

・
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、

よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
対

応
で
き
る
こ
と
。

・
公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の
能

力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く
活
用

で
き
る
こ
と
。

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
れ

る
こ
と
。

・
経
費
の
節
減
等
が
図
れ
る
こ

と
。

施　　設

上野原老人福祉センター

秋山老人福祉センター

ふるさと長寿館

羽置きの里　びりゅう館

平野田休養村

指定期間

3年間
3年間
3年間
3年間
3年間

指定管理者

社会福祉法人　上野原市社会福祉協議会
社会福祉法人　上野原市社会福祉協議会
クレイン農業協同組合
西原地域活性化推進協議会
鶴川渓谷平野田休養村協同組合

※秋山マス釣場は、町村合併前に導入しています。

指定管理者制度を導入する5つの施設

●問い合わせ

政策秘書室
政策秘書担当
（蕁62－3210）

指定管理者制度を導入する
上野原老人福祉センターとふるさと長寿館



■上野原市の現状と対策

■地上デジタルテレビ放送移行後における問題点

■地上デジタルテレビ放送スケジュール

■地上デジタルテレビ放送って何？
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現行のアナログ放送は、2011年7月に終了する予定です。

地上デジタルテレビ放送って何？

地上デジタルテレビ放送の特徴は、放送をデジタル情報として送信することで、高画質・高品質な映像・音声サー
ビスを実現します。現在、パソコンやデジタルカメラ、携帯電話、CD、DVDなどデジタル技術を用いた製品が多く
なっている中で、身近なテレビについてもデジタル化することによって、これらの情報通信メディアと連携し、アナ
ログ放送ではできなかった様々なサービスを実現します。

地上波民放の放送免許は、原則県域単位に与えられます。地上デジタルテレビ放送移行後、民放連は区域外の再送
信を禁じる方針を打ち出しています。また、有線テレビジョン放送法では、CATVが地上波放送などを同時再送信す
るためには、「放送局側の同意を得ることが必要」と定めています。こうしたことから、山梨県における放送局は3局
（NHK甲府・テレビ山梨（UTY）・山梨放送（YBS））となり、従来どおり東京波（NHK、日本テレビ（NTV）、東京放送
（TBS）、フジテレビジョン（CX）、テレビ朝日（ANB）、テレビ東京（TX）等）をCATVで同時再送信するためには、「再
送信を行う局とエリア内を放送対象とする放送局に同意を得ることが必要」となります。

上野原市の状況は、社団法人地上デ
ジタル放送推進協議会が示す、2006年
時点で放送を開始、または、予定して
いる放送エリア図では、山梨県圏域お
よび関東広域圏の放送エリアから外れ
ているため、難視聴地域に該当してい
ます。
実際、市の行った調査では、各戸で

の単独受信が可能で、地上デジタルテ
レビ放送が、全チャンネル視聴可能な
世帯も全体の数パーセント存在してい
ます。しかし、残りのほとんどの世帯
では、一部または全チャンネルの視聴
が困難な状況という結果も出ていま
す。
こうした状況のもと今後の計画としては、市独自で各家庭まで光ファイバを敷設し、その資産を第三セクターへ貸

し出します。また、光ファイバによる大容量の双方向性を利用し、CATVで地上デジタルテレビ放送への対応を行い
ます。そして、高速インターネットサービスやIP電話サービス・告知放送サービス等の事業を展開し、住民サービス
の向上や地域の発展、情報の地域格差の解消に取り組みます。
なお、今後の事業計画については、順次、ホームページや広報などでお知らせします。

2003 年 12 月 2011 年2006 年

2011 年
7月 24 日
放送終了

アナログテレビ放送

地上デジタルテレビ放送
関東・中京・近畿の三大都市圏の一部から

サービス提供開始
2006 年末までに全国都道府県
庁所在地で順次放送開始

地上デジタル放送のエリア図

関東広域圏 山梨県圏域

●問い合わせ　企画課情報推進担当（蕁62－3118）
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3歳未満児

1,400円
1,400円
400円
200円

700円

3歳以上児

800円
800円
300円
200円

700円

実施日

土曜日

月～金曜日

土曜日
月～金曜日
土曜日

上
野
原
市
で
は
、
保
護
者
の
短
時
間
・
断

続
的
労
働
、
災
害
、
冠
婚
葬
祭
、
病
気
等
、

お
よ
び
育
児
疲
れ
な
ど
の
私
的
理
由
に
よ

り
、
一
時
的
に
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
に
、
保
育
所
で
お
子
さ
ん
を
一

時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

●
利
用
開
始
日

平
成
18
年
4
月
8
日（
土
）か
ら

4
月
3
日（
月
）か
ら
受
付

●
対
象
児
童

上
野
原
市
に
お
住
ま
い
で
、
満
1
歳（
甲

東
保
育
所
で
は
満
3
歳
）以
上
、
小
学
校

就
学
前
ま
で
の
児
童

●
利
用
で
き
る
保
育
所
お
よ
び
実
施
日
・
時

間

※
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
の
保

育
所
休
所
日
は
、
一
時
保
育
は
実
施
し
ま

せ
ん
。

※
土
曜
日
に
つ
い
て
は
、
私
的
理
由
に
よ
る

一
時
保
育
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
保
育
所
の
行
事
等
の
都
合
に
よ
り
、
一
時

保
育
を
実
施
で
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

●
保
育
料

※
甲
東
保
育
所
で
は
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
正
規
保
育
所
・
へ
き
地
保
育
所
に

入
所
し
て
い
る
児
童
が
、
保
育
時
間
等
の

都
合
に
よ
り
一
時
保
育
を
希
望
す
る
場
合

は
、
入
所
し
て
い
る
保
育
所
の
保
育
時
間

と
重
複
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
保
育
料

の
減
免
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
手
続
き

原
則
と
し
て
保
育
を
希
望
す
る
日
の
5
日

前（
保
育
所
の
休
所
日
を
除
く
）ま
で
に
、

直
接
、
希
望
す
る
保
育
所
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
緊
急
の
場
合
を
除
い

て
、
事
前
に
面
接
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。（
面
接
時
に
健
康
保
険
証
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
持
ち
物

・
着
替
え
一
式（
お
む
つ
使
用
の
場
合
は
必

要
量
）

・
お
手
拭
用
タ
オ
ル

・
コ
ッ
プ
、
は
し
、
ス
プ
ー
ン
、
エ
プ
ロ
ン

な
ど

・
上
履
き

・
汚
れ
物
入
れ(

ス
ー
パ
ー
の
袋
な
ど)

・
帽
子

・
連
絡
帳
（
保
育
所
で
用
意
し
ま
す
）

※
す
べ
て
の
も
の
に
記
名
し
て
お
い
て
く
だ

一
時
保
育
の
ご
案
内

保育所名

上野原第一保育所

秋山保育所

甲東保育所

時間

午前8時30分～午後4時30分
午前7時30分～8時30分
午後4時30分～6時まで延長可
午前8時30分～午後4時30分
午前7時30分～8時30分
午後4時30分～6時まで延長可
午前8時30分～12時30分
午前8時30分～午後4時30分
午前8時30分～12時30分

8時30分～12時30分
12時30分～4時30分
1時間あたり
1食あたり
1年間
（3月31日まで有効）

区分

午前

午後

延長

食事代

傷害保険料

▲保育の様子
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さ
い
。

●
服
装

・
動
き
や
す
い
も
の

・
汚
れ
て
も
よ
い
も
の

●
注
意
事
項

・
保
育
は
、
現
に
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る

児
童
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。

・
送
り
迎
え
は
、
保
護
者
ま
た
は
保
護
者
に

代
わ
る
方
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際

は
、
必
ず
職
員
の
点
検
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

・
緊
急
時
に
保
育
所
か
ら
の
連
絡
が
で
き
る

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ぜ
ん
そ
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
特
異
体
質
が

あ
る
場
合
は
、
事
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

・
病
時
お
よ
び
予
防
接
種
後
の
お
預
か
り
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
薬
は
原
則
と
し
て
お
預
か
り
で
き
ま
せ

ん
。

・
利
用
す
る
日
の
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
、

精
神
面
で
普
段
と
違
う
点
や
、
気
掛
か
り

な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
き
は
、
職
員
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
決
め
ら
れ
た
保
育
時
間
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
や
む
を
得
な
い
事
情
で
超
過
し
て
し

ま
う
と
き
は
、
必
ず
保
育
所
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

・
や
む
を
得
ず
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
前

日
ま
で
に
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
当

日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
お
よ
び
無
連
絡
で
の
キ

ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
料
金
を
い
た
だ
き

ま
す
。

・
時
間
の
変
更
の
場
合
は
、
前
日
ま
で
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
育
料
は
、
お
子
さ
ん
を
預
け
た
日
に
直

接
、
保
育
所
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

・
幼
い
お
子
さ
ん
は
、
知
ら
な
い
場
所
や
な

じ
み
の
な
い
環
境
で
長
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
家
庭

と
保
育
所
と
で
お
子
さ
ん
の
状
態
を
確
か

め
合
い
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
が
少
し
で
も

楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
野
原
第
一
保
育
所
（
蕁
63
│

0
5
0
8
）

秋
山
保
育
所
（
蕁
56
│

2
6
0
4
）

甲
東
保
育
所
（
蕁
66
│

2
1
0
5
）

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当（
蕁
62
│

3
1
1

5
）

「
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」
をご利

用
く
だ
さ
い

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
厚
生
労
働
省
所

管
の（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
が
実
施
す
る

「
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し

た
専
門
知
識
を
持
つ
、
子
育
て
経
験
豊
か
な

方
々
が
、
家
庭
で
の
保
育
の
お
手
伝
い
を
行

う
制
度
で
す
。

保
育
所
や
幼
稚
園
の
送
迎
に
間
に
合
わ
な

い
、
幼
稚
園
が
休
園
の
時
、
そ
の
他
の
用
事

等
の
と
き
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
保
育
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

《
利
用
を
希
望
す
る
場
合
》

①（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
山
梨
事
務
所
に
連

絡
し
ま
す
。

②
地
域
、
子
ど
も
の
年
齢
、
希
望
す
る
条
件

等
を
伝
え
ま
す
。

③
希
望
に
沿
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
を
紹
介
さ
れ

ま
す
。

④
直
接
サ
ポ
ー
タ
ー
と
保
育
時
間
や
報
酬

等
、
詳
細
の
条
件
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

⑤
保
育
を
依
頼
し
ま
す
。

上
野
原
市
に
お
い
て
も
、
た
く
さ
ん
の

方
々
が
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
の
で
、
保
育
を
希
望
す
る
方
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
山
梨
事
務
所

（
蕁
0
5
5
│

2
5
4
│

2
0
2
0
）

ご
存
じ
で
す
か
？

緊
急
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
ず
っ
と

付
き
添
っ
て
看
病
し
て
あ
げ
た
い
。
で
も
会

社
も
休
め
な
い
。
こ
ん
な
と
き
み
な
さ
ん
は

ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

緊
急
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
子

ど
も
の
病
気
な
ど
の
緊
急
時
に
、
専
門
技
能

を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
や
子
育
て
経
験
者
が
子
ど

も
を
引
き
取
り
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
自
宅
等

で
預
か
る
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
病

児
・
病
後
児
の
預
か
り
や
、
通
院
付
き
添
い

の
他
、
宿
泊
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。山

梨
県
内
で
は
、（
社
）ひ
か
り
の
里
か
ん

が
る
ー
ポ
ケ
ッ
ト
が
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託

を
受
け
て
事
業
を
実
施
し
て
い
て
、
上
野
原

市
内
に
お
い
て
も
2
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
に
は
原
則
と
し
て
会

員
登
録
が
必
要
で
す
。
サ
ポ
ー
ト
を
希
望
す

る
方
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
会

員
登
録
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
社
）ひ
か
り

の
里
か
ん
が
る
ー
ポ
ケ
ッ
ト（
蕁
0
5
5
│

2
5
5
│

3
5
5
1
）

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

▲在園児と一緒に保育を行います。
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下
水
道
の
は
な
し

平
成
18
年
4
月
1
日
に
、
下
水

道
供
用
開
始
区
域
が
図
の
と
お
り

拡
大
さ
れ
ま
す
。（
濃
い
青
色
で

表
示
さ
れ
た
部
分
）

下
水
道
が
供
用
開
始
に
な
る
と

個
人
の
家
の
汚
水
を
下
水
道
に
流

せ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
快
適
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
受
益
者
負
担
金

受
益
者
負
担
金
賦
課
対
象
区
域

が
本
年
2
月
に
公
告
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
区
域
内
の
み
な
さ
ん
に
は

下
水
道
事
業
受
益
者
申
告
書
を
送

付
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
は
こ
の

申
告
書
に
基
づ
き
申
告
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
減
免
・
猶
予
の
申
請
を

さ
れ
る
方
は
、
受
益
者
申
告
書
の

提
出
と
併
せ
て
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
受
益
者
負
担
金
は
下
水

道
の
整
備
が
行
わ
れ
た
区
域
全
員

の
方
々
に
賦
課
さ
れ
る
も
の
で
、

区
域
内
に
居
住
し
て
い
る
方
で
あ

れ
ば
、
誰
に
で
も
平
等
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
性
質
の
も
の
で
す
。

平成18年度下水道供用開始予定区域

上野原地区

至東京

桂川

至大月市
市立病院

消防署

工業団地

中央自動車道

市役所

奥平区

N

N

新
た
に
編
入

さ
れ
る
区
域

薄
い
青
色
で
表
示
さ
れ
て
い
る
区
域
は
、

す
で
に
、
供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
区
域
で
す
。

四方津駅
ＪＲ中央線



受益者負担金とは？

受益者負担金制度
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下水道が完備すると、浄化槽なしで水洗トイレの使用が可能になり、台所、浴室、便所などの排水は衛生的に排
除でき、家の中はいつも快適になります。
しかし、下水道事業は下水道管の敷設やポンプ場・終末処理場などの建設に、莫大な費用と長い年月を要します。

さらに、道路や公園などとも異なり、下水道の整備によって利益を受ける人々が、下水道のできた地区の人たちに
限られているという、特殊な形態を持つ事業でもあります。そのため、下水道の整備により利益を受ける方々に、
建設費の一部を平等に負担していただき、公平性を保ちながら下水道の建設を促進していくというのが「受益者負
担金制度」の目的でもあります。
この制度は、「都市計画法75条」並びに「地方自治法224条」に基づいています。

下水道建設工事費の大部分は、国や県の補
助金と市の財源でまかなわれています。
下水道を利用できる区域にお住まいのすべ

ての世帯の方々に、建設費の一部として公平
に収めていただく負担金が「受益者負担金」
です。
受益者負担金は、水道メーターの数および

口径等によって賦課されることになります。

●問い合わせ
下水道課庶務担当（蕁62－3145）

受益者負担金は、
下水道の建設や維
持管理に役立てて
いるんだよ！



注 射 料
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狂狂
犬犬
病病
のの
予予
防防
注注
射射

平
成
18
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
犬
を

飼
育
し
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
で
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

集
合
予
防
注
射
は
年
1
回
の
た
め
、
集
合

注
射
期
間
以
後
90
日
に
な
る
犬
、
お
産
そ
の

他
の
事
情
で
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
犬

は
、
随
時
、
獣
医
師
の
と
こ
ろ
で
直
接
受
け

て
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射
時
の
事
故
防
止
の
た
め
、「
食

欲
の
な
い
犬
」「
妊
娠
末
期
の
犬
」「
病
気
中

の
犬
」
の
場
合
は
、
集
合
注
射
時
に
担
当
獣

医
師
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
各
会
場
と
も
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
犬
は
丈
夫
な
鎖
か
綱
で
つ
な
い

で
、
注
射
の
際
、
犬
を
し
っ
か
り
お
さ
え
ら

れ
る
人
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
料
金
は
釣
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
は
が
き
に
よ
る
通
知
が
届
い
て
い

る
方
は
、
当
日
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
平
成
18
年
4
月
1
日
現
在
で
犬

の
登
録
を
し
て
い
な
い
飼
い
主
の
方
は
、
下

記
料
金
に
登
録
料
3
0
0
0
円
が
加
算
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
参
考

犬
の
鑑
札
再
交
付
手
数
料
は
１
６
０
０

円
、
注
射
済
票
再
交
付
手
数
料
は
３
４
０
円

が
か
か
り
ま
す
。

★
注
意

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
従
来
と
同
様
に

注 射 済 票

合 計

新規登録をする方は
新 規 登 録 料

獣医師の訪問により
受 け た 場 合

550円

4,050円
（2頭目から3,550円）

4,600円

3,000円

病院で受けた場合

550円

3,350円

3,900円

3,000円

会場で受けた場合

550円

2,850円

3,400円

3,000円

●注射手数料

毎
年
6
月
30
日
ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

犬
の
飼
い
主
は
、
法
律
に
基
づ
き
登
録
と

注
射
を
受
け
た
犬
に
、
鑑
札
と
注
射
済
票
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
生
活
環
境
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
4
）
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受付時間

４
月
18
日（
火
）

大

鶴

・

上

野

原

・

巌

上
野
原
・
大
目

４
月
13
日（
木
）

棡

原

・

上

野

原

・

甲

東

４
月
14
日（
金
）

島

田

・

巌

４
月
20
日（
木
）

棡

原

・

西

原

４
月
11
日（
火
）

受付時間 月日地区月日

平成18年度　狂犬病予防注射日程表（敬称略）

４
月
12
日（
水
）

秋

山

会　　　場

旧尾続分校前
用竹　石井和夫宅前
初戸　橋本材木店前
腰掛集会所前
飯尾区民会館前
原地区集会所前
市役所西原支所駐車場
田和　橋本土建前
旧六藤分校前
藤尾　蔵春院前
日寄橋横
消防署棡原出張所前
大垣外　網野治行宅前
旧日原バス停前
旧棡原支所（市役所）入口
無生野停留所
浜沢停留所
原停留所
尾崎停留所
寺下停留所
板崎停留所
アズマ商事下
大地停留所
秋山中央給油所横
中野停留所
神野停留所
小和田停留所
古福志停留所
桜井停留所
三好屋商店横
安寺沢　佐藤昭治宅前
一古沢停留所
金山　有賀信祐宅前
牛倉神社（新一）
牛倉神社（新二）
牛倉神社（新三）
渡辺パチンコ店前
原自治会館前
市役所正面玄関前
日向　中村主税宅前
市役所大目支所前
第5部消防庫前
日留野　米山正利宅前
大田バス停前
犬目消防庫前

9:00 ～ 9:10
9:20 ～ 9:30
9:50 ～10:00
10:10 ～10:20
10:30 ～10:40
10:50 ～11:00
11:10 ～11:20
11:30 ～11:40
13:00 ～13:10
13:20 ～13:30
13:40 ～13:50
14:00 ～14:10
14:20 ～14:30
14:50 ～15:00
15:10 ～15:20
9:00 ～ 9:15
9:20 ～ 9:30
9:35 ～ 9:45
9:50 ～10:10
10:15 ～10:35
10:40 ～11:00
11:05 ～11:20
11:25 ～11:35
11:40 ～11:55
13:00 ～13:15
13:20 ～13:35
13:40 ～13:55
14:00 ～14:15
14:20 ～14:40
14:45 ～15:05
15:10 ～15:25
15:35 ～15:45
15:50 ～16:00
9:00 ～ 9:20
9:30 ～ 9:50
10:00 ～10:20
10:30 ～10:50
11:00 ～11:20
11:30 ～11:50
13:10 ～13:15
13:30 ～13:50
14:10 ～14:15
14:30 ～14:40
14:50 ～14:55
15:10 ～15:20

椿集会所前
小伏　白鳥太一宅前
黒田　黒田正博宅前
井戸　石井敏正宅前
先祖・丸畑集会所前
奈須部公民館前庭
諏訪神社
野田尻　落合昭宅前
矢坪橋横
棚頭　中村一匡宅前
市役所甲東支所前
東区消防庫前
瀬渕　市川好子宅前
和見消防庫前
芦垣　守屋利行宅前
鶴川　志村雅士宅前
大倉　山王神社前
大曽根消防庫前
大椚　鈴木正人宅前
日野　市川正末宅横
上野山　志村喜好宅前
江戸銀前駐車場
山風呂　長田一雄宅入口
八米公民館前
新田倉　梶原工務店前
コモアしおつ石の公園前
田野入　大房商店横
鶴島　神明社前
鶴島　河内春雄宅前
駒門　薬師堂前
新田水防会館前
上新田消防庫前
松留つどいの家（庭）
八ツ沢老人センター前
ＪＡクレイン巌支店前
杖突　水越徳宅前
久保　小俣宅前
川合　崇福寺前
ＪＲ四方津駅前
コモアしおつ風の公園前

9:00 ～ 9:10
9:20 ～ 9:30
9:40 ～ 9:50
10:00 ～10:10
10:20 ～10:30
10:40 ～10:50
11:10 ～11:40
13:10 ～13:20
13:40 ～13:50
14:10 ～14:20
14:30 ～14:40
14:50 ～15:00
15:10 ～15:15
15:30 ～15:35
15:50 ～16:00
9:10 ～ 9:20
9:40 ～ 9:50
10:00 ～10:10
10:30 ～10:40
11:00 ～11:10
11:20 ～11:30
13:20 ～13:40
13:50 ～14:00
14:10 ～14:20
14:30 ～14:40
15:00 ～16:00
9:00 ～ 9:10
9:20 ～ 9:30
9:40 ～10:00
10:10 ～10:15
10:25 ～10:40
10:50 ～11:00
11:10 ～11:20
11:30 ～11:40
13:10 ～13:25
13:40 ～13:45
13:55 ～14:05
14:40 ～14:50
15:00 ～15:20
15:30 ～16:20

地区 会　　　場
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八ツ沢発電所施設が
国重要文化財に指定

駒橋取水口～大野調整池～八ツ沢発電所の一部

上
野
原
市
と
大
月
市
に
ま
た
が
る
東
京
電
力
の
八
ツ
沢
発
電
所
施
設

が
、
平
成
17
年
12
月
27
日
付
け
で
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
の
重
要
文
化
財
の
中
で
は
最
大
規
模
で
す
。

八
ツ
沢
発
電
所
施
設
は
、
明
治
43
年
か
ら
大
正
3
年
に
建
設
さ
れ
た

水
路
式
発
電
施
設
で
す
。
範
囲
は
大
月
市
駒
橋
の
取
水
口
か
ら
上
野
原

市
の
大
野
調
整
池
を
経
て
、
八
ツ
沢
発
電
所
ま
で
約
14
袰
に
わ
た
り
、

こ
の
う
ち
、
八
ツ
沢
に
あ
る
発
電
施
設
の
一
部
を
除
く
大
半
が
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
大
規
模
な
調
整
池
を
有
す
る
我
が
国
最
初
期
の
本
格
的
水

力
発
電
所
施
設
で
、
水
路
ト
ン
ネ
ル
・
水
路
橋
・
え
ん
堤
な
ど
様
々
な

構
造
物
に
高
い
建
設
技
術
が
施
さ
れ
て
お
り
、
土
木
技
術
史
上
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
指
定
で
、
市
内
に
あ
る
国
指
定
文
化
財
は
上
野
原
の
大
ケ
ヤ

キ
、
無
生
野
の
大
念
仏
に
続
い
て
3
件
と
な
り
、
指
定
文
化
財
は
全
部

で
62
件
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
発
電
所
の
詳
細
に
つ
い
て
は
上
野
原
町
誌
に
載
っ
て
い
ま
す
。

八ツ沢発電所（上野原市八ツ沢）写真にある送水管や手前の施設は未指定です。

大野調整池のダム建設工事（明治末～大正初期）

資材搬入を目的に四方津駅が開業するなど、地元の近
代化が一気に進みました。建設当時は東洋一の規模を
誇る発電施設として国定教科書や絵葉書で紹介され、
住民自慢の種でした。

●問い合わせ
社会教育課社会教育担当（蕁62－3409）
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八ツ沢発電所施設マップ

IC

コモアしおつ

至駒橋取水口

大野

犬目 中央自動車道

大椚

水路トンネル

四方津駅

上野原駅

国道20号線

市役所

大野調整池

ＪＲ中央線
桂川

八ツ沢発電所

指定物件：取水えん堤・制水門・沈砂池（大月市駒橋）
大野調整池えん堤・制水門・余水路（上野原市大野）
水槽・水槽余水路（上野原市八ツ沢）
これらを結ぶ水路・水路橋など14か所6基の建造物および大野調整池

注意：これらの施設は稼動中の発電所であるため、大野調整池の一部を除いて立ち入りできません。

①大野調整池
周囲に遊歩道などが整備され、市
民憩いの場となっています。

④調整池余水路
石、レンガおよびコンクリート造。
延長425.4ｍ

②調整池えん堤
土えん堤。長さ309.1ｍ。高さ37.3ｍ

⑤八ツ沢発電所水槽
石、レンガおよびコンクリート造。
面積1,080裃

③調整池制水門
石、レンガおよびコンクリート造
七連制水門。延長36.8ｍ

⑥水槽余水路
石。レンガおよびコンクリート造。
延長157.6ｍ

①①
②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥



上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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補
助
金
制
度

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
を
図
り
、
清
潔
で
豊
か
な
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
に
補

助
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
生
ご
み
処
理
容
器
設
置
費
補
助

金
《
交
付
対
象
》

市
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
市
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

・
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認

め
た
方

《
対
象
基
数
》

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は
1
世
帯
2

基
ま
で
、
電
動
生
ご
み
処
理
機

は
1
世
帯
1
基
ま
で
と
し
ま

す
。

《
補
助
金
額
》

設
置
費（
消
費
税
額
を
除
く
）の

2
分
の
1
の
額
と
し
、
次
の
額

を
上
限
と
し
ま
す
。

・
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
…
5
千
円

・
電
動
生
ご
み
処
理
機
…
2
万
円

《
購
入
先
》

市
内
の
農
協
各
支
店
お
よ
び
家

電
販
売
店
な
ど

●
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
費
補

助
金

《
交
付
対
象
》

新
た
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
す
る
地
区
お
よ
び
団
体

で
、
区
長
が
認
め
た
も
の
。

《
補
助
金
額
》

設
置
費
（
消
費
税
額
を
除
く
）

の
2
分
の
1
の
額
と
し
、
3
万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

《
購
入
先
》

市
内
の
鉄
工
所
な
ど

※
新
し
い
場
所
に
集
積
所
を
設
置

す
る
際
に
は
、
事
前
に
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
と
の
協
議
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

●
集
団
資
源
ご
み
回
収
奨
励
金

《
交
付
対
象
》

市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
々
で

組
織
さ
れ
た
営
利
を
目
的
と
し

な
い
団
体

《
補
助
金
額
》

・
紙
類（
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、

雑
誌
、
紙
パ
ッ
ク
）
…
1
裴
あ

た
り
3
円

・
ビ
ー
ル
ビ
ン
…
1
本
あ
た
り
3

円
・
雑
ビ
ン（
一
升
瓶
等
）…
1
裴
あ

た
り
5
円

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
…
1
裴
あ
た
り

50
円

※
ビ
ン
類
は
、
酒
店
な
ど
に
引
き

渡
し
た
場
合
で
も
奨
励
金
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
キ
ャ
ッ
プ

と
ラ
ベ
ル
を
取
り
除
き
、
軽
く

中
を
ゆ
す
い
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。
汚
れ
て
い
る
も
の
は
対
象

外
で
す
。

《
そ
の
他
》

・
団
体
の
構
成
人
員
に
よ
り
3
千

円
か
ら
7
千
円（
基
本
額
）

く
ぎ
な
ど
の
金
属
を

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い

木
材
や
家
具
類
を
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
場
合
に
は
、

必
ず
く
ぎ
な
ど
の
金
属
を
取
り
除

い
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
ど
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
は
、
施
設
内
の
裁
断
機
の
修

理
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
金
属

を
裁
断
し
た
た
め
の
刃
こ
ぼ
れ
や

無
理
な
稼
動
に
よ
る
損
傷
が
主
な

原
因
で
す
。
金
属
な
ど
が
取
り
除

い
て
な
い
場
合
に
は
、
お
引
き
取

り
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
産
業
廃
棄
物（
建
築
廃

材
等
）は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
―

5
3
5
3
）

新
年
度
か
ら
の
要
介
護
認
定

4
月
か
ら
介
護
保
険
法
が
改
正

さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
に
介
護
予
防
を

導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

《
対
象
者
》

4
月
1
日
以
降
の
要
介
護
等
認

定
者（
更
新
申
請
者
は
4
月
1
日

以
降
有
効
期
間
対
象
者
）に
つ
い

て
は
、
現
行
ま
で
の
6
段
階
の
認

定
区
分
が
、
7
段
階
に
細
分
化
さ

れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
要
支
援
1
と
2

と
い
う
、
認
定
区
分
が
新
設
さ
れ

ま
す
。
介
護
認
定
に
よ
り
こ
の
区

分
に
判
定
さ
れ
た
方
で
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
介
護
予
防
を
視
野
に
入

れ
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
提
供
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

《
要
支
援
1
ま
た
は
2
と
判
定
さ

れ
た
方
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
》

こ
れ
ら
に
判
定
を
さ
れ
た
方

で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
新
た
に
市
役
所
に

設
置
さ
れ
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
民
間
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

は
、
原
則
要
介
護
認
定
を
受
け
た

方
の
み
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
）

市
に
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行

い
、
要
支
援
1
ま
た
は
2
の
判
定

を
受
け
た
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

を
希
望
す
る
方
は
、
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
蕁
62
―

4
1
3
3
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
サ
ー
ビ
ス
内
容
》

要
支
援
1
ま
た
は
2
の
判
定
を

受
け
た
方
に
は
、
従
前
の
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス（
介
護
給
付
）と
違
い
、

身
体
の
状
態
を
維
持
・
改
善
で
き

る
よ
う
に
介
護
予
防
を
中
心
と
し

た
サ
ー
ビ
ス（
予
防
給
付
）が
提
供

さ
れ
ま
す
。

予
防
給
付
は
、
従
前
の
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
前
に
介
護
予
防
と

い
う
名
称
を
つ
け
た
呼
び
名（
例

え
ば
「
介
護
予
防
訪
問
介
護
」）

に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
「
介
護
予
防
」
が
つ
い
た

サ
ー
ビ
ス
は
、
今
ま
で
の
で
き
な

い
と
こ
ろ
を
補
完
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
な
く
、
一
緒
に
実
施
す
る
こ
と

等
に
よ
り
、
利
用
者
の
自
立
を
促

す
内
容
に
転
換
し
、
提
供
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）



4 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

13 広報うえのはら　平成18年4月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★乳幼児健診（4/1～5/10までの予定）
《上野原会場》

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※対象児にはお知らせを郵送します。

《秋山会場》

※健診ごとに受付時間が異なりますので、対象児
への個別通知にてお知らせします。

★春期小児まひ（ポリオ）予防接種
◎対 象 児 接種日に3か月～7歳5か月の乳幼児

※接種者が集中するのを避けるため、1回目・2回
目それぞれの対象者の実施日に来てください。

※1回目と2回目の接種間隔が長期間あいても、必
ず2回接種してください。

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
◎受付時間 午後1：15～1：40
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、ボールペン
※5月16日の会場は国保直営診療所（秋山診療所）
◎受付時間 午後1：40～2：00

★生活習慣病予防健診・介護予防健診
◎場　所　秋山中学校体育館
◎日　時　5月13日(土) 午前8時～
◎対象者：生活習慣病予防健診は20歳～65歳

：介護予防健診は66歳以上
(H18･4･1～H19・3･31に上記の年齢になる方)
※健診の詳細は、18年度上野原市保健事業のご案
内をご覧ください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 市内に住民票のある35歳以上の方

（今年度中に35歳になる方も含む）
◎検 診 料 自己負担金　8,000円（昼食代含む・

オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は9,700円（子
宮がん1,000円・乳がん700円）

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。

※平成18年4月1日の介護保険制度改正に伴い、健
康な高齢者を対象に介護予防を目的とした地域
支援事業が開始されます。
これに伴い、65歳以上で人間ドックを受診され
る方に「基本チェックリスト」問診票を同封さ
せていただきます。当てはまる項目に印をつけ、
受診日当日ご持参ください。（厚生連実施分のみ）

※4月1日からしばらくの間、上野原市立病院での
人間ドックは休止となりますのでご了承くださ
い。（連絡先蕁62－5121）

★すこやか健康相談（4/1～5/10までの予定）

◎対 象 者 市内にお住まいの方で、生活習慣病予
防健診や人間ドック受診者の中で糖
尿病が気になる方および健康相談を
希望の方

◎内　　容 血圧測定・血糖値測定、尿検査、体重
測定、体脂肪測定等

◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交付します。）
筆記用具

◎注　　意 血糖値検査では空腹時の血糖を測定し
ますので、当日の朝食はなるべく食
べないようにしてください。（湯茶は
可）

※秋山地区の健康相談では、母子健康手帳交付、
妊婦・乳幼児相談も行います。

持　ち　物
母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
歯ブラシ・問診票

母子健康手帳・歯ブラシ
コップ・問診票・早朝尿

母子健康手帳
歯ブラシ・問診票

9～10
か月児

1 歳
6か月児

3 歳 児

2 歳 児
歯 科

該当児
平成17年
6月生
平成16年
9月・10
月上旬生
平成15年
1月・2月
上旬生
平成16年
3月・4月
上旬生

実施日
4月4日
（火）

4月19日
（水）

4月28日
（金）

4月25日
（火）

実施日
4月12日（水）
4月14日（金）

4月21日（金）
5月10日（水）

時　　　間
午前 9：30～ 11：00
午前 9：00～ 10：00
糖尿病が気になる方
午前10：00～11：00
一般健康相談
午前 9：30～ 11：00
午前 9：30～ 11：00

場　　　所
秋 山 公 民 館
保健センター

西 原 支 所
秋 山 公 民 館

持　ち　物
母子健康手帳
バスタオル・問診票
早朝尿（3歳児のみ）

乳幼児
健診

該当児

通知
します

実施日

4月21日
（金）

実施日
5月 9日（火）
5月10日（水）
6月 7日（水）
5月16日（火）

対　　　　象
1 回 目 の 接 種 対 象 児
2 回 目 の 接 種 対 象 児

整 理 日
秋 山 地 区 の 対 象 児

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

送迎
一部あり

一部あり

なし

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721



○
場
所

都
留
文
科
大
学（
都
留

市
田
原
3
│

8
│

1
）

○
試
験
日

6
月
18
日（
日
）予
定

○
場
所

山
梨
学
院
大
学（
甲
府

市
酒
折
2
│

4
│

5
）

●
願
書
受
付
期
間
・
場
所

・
5
月
8
日（
月
）〜
12
日（
金
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
梨

県
支
部

・
5
月
8
日（
月
）大
月
市
消
防
本

部
・
5
月
9
日（
火
）富
士
五
湖
消
防

本
部

・
5
月
10
日（
水
）峡
南
消
防
本
部

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部
消

防
課
予
防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1

1
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
す

新
し
い
生
活
が
始
ま
る
こ
の
時

期
は
、
初
め
て
学
校
へ
通
う
新
入

学
児
童
が
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が

多
く
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
子

ど
も
や
お
年
寄
り
を
見
か
け
た

ら
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
一
時
停
止
を
す
る
な

ど
し
て
、
通
行
の
安
全
を
確
保
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

●
期
間

4
月
6
日（
木
）〜
4
月

ま
た
、
流
芥
チ
ッ
プ
は
、
小

枝
・
草
・
落
ち
葉
な
ど
を
粉
砕
し

た
も
の
で
、
土
と
肥
料
を
混
ぜ
る

こ
と
で
園
芸
や
家
庭
菜
園
の
培
養

土
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
配
布
期
間
　
4
月
10
日（
月
）〜

14
日（
金
）ま
で
の
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

相
模
ダ
ム
管
理

所（
蕁
0
4
2
│

6
8
4
│

3
5

2
1
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
支
部
で
は
、
危
険
物
取
扱

者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

●
試
験
種
目

甲
・
乙
・
丙
種

○
試
験
日

6
月
10
日（
土
）

環
境
家
計
簿
は
、
生
活
の
中
で

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
な
ど

を
月
ご
と
に
つ
け
て
い
く
こ
と

で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。

●
対
象
者

市
内
在
住
の
方

●
募
集
期
間

4
月
20
日（
木
）ま

で
●
モ
ニ
タ
ー
期
間

6
月
か
ら
9

月
ま
で

●
内
容

記
入
用
紙
へ
の
記
入

（
月
ご
と
に
記
入
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
生

活
環
境
課
生
活
環
境
担
当
（
蕁

62
│

3
1
1
4
）
ま
た
は
県
循

環
型
社
会
推
進
課
環
境
活
動
担

当（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
5

0
3
）

ダ
ム
流
木
・
流
芥
チ
ッ
プ
を

無
料
配
布
し
ま
す

相
模
ダ
ム
管
理
所
で
は
、
昨
年

ご
好
評
い
た
だ
い
た
ダ
ム
漂
着
物

か
ら
作
成
し
た
2
種
類
の
リ
サ
イ

ク
ル
チ
ッ
プ
を
今
年
も
無
料
で
配

布
し
ま
す
。

流
木
チ
ッ
プ
は
、
そ
の
ま
ま
庭

や
遊
歩
道
に
敷
け
ば
、
雑
草
の
発

生
や
ぬ
か
る
み
防
止
、
自
然
な
雰

囲
気
の
演
出
、
歩
く
と
き
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
色
々
な
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

▲ダム流木・流芥チップ

15
日（
土
）の
10
日
間

●
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
運
転
は
　
人
に
社
会
に
　
思

い
や
り
」

●
運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止

●
運
動
の
重
点

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

暴
走
・
蛇
行
運
転
や
二
列
走
行

な
ど
の
迷
惑
走
行
や
、
二
人
乗

り
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が

ら
の
運
転
、
傘
差
し
運
転
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
交
差
点

で
は
必
ず
一
時
停
止
し
、
安
全

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
事
故
の
被
害
を
軽
減

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
体
格
に

あ
っ
た
物
を
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

③
飲
酒
運
転
悪
質
・
危
険
な
運
転

の
追
放

飲
酒
運
転
は
大
事
故
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
罰
則
も
重

く
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

飲
ん
だ
ら
、
車
の
運
転
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1

4
）
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4
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
月
2
回
も

み
じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を「
子
育
て

プ
レ
イ
ル
ー
ム
」と
し
て
開
放
し

て
い
ま
す
。

親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場

所
、
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

4
月
12
日（
水
）・
26
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

新
年
度
に
な
り
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
新
規
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

環
境
家
計
簿
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

環
境
問
題
に
関
心
を
お
持
ち
の

方
。
地
球
温
暖
化
防
止
・
省
エ
ネ

化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
「
環
境

家
計
簿
」
を
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。



対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
18
年

4
月
に
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚

生
年
金
、
ま
た
は
、
遺
族
厚
生
年

金
の
受
給
権
が
あ
る
65
歳
以
上
の

方
で
す
。

な
お
、
同
時
支
給
を
選
択
す
る

こ
と
で
支
給
額
が
高
く
な
る
方
に

は
、
平
成
18
年
5
月
頃
、「
お
知

ら
せ
」
と
「
年
金
受
給
選
択
申
出

書
」
が
社
会
保
険
庁
か
ら
郵
送
さ

れ
る
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年

金
担
当(

蕁
62
―

3
1
1
2)

ま

た
は
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大

月
事
務
所(

蕁
22
―

3
8
1
1
）

22
西
原
剣
友
会（
剣
道
）

23
秋
山
剣
道

24
ウ
エ
ノ
ハ
ラ
レ
ス
リ
ン
グ

25
コ
モ
ア
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

26
上
野
原
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル

27
上
野
原
柔
道
愛
好
会

●
問
い
合
わ
せ

市
体
育
協
会
事

務
局（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

国
民
年
金
加
入
の

み
な
さ
ん
へ

《
平
成
18
年
度国

民
年
金
保
険
料
》

平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
額
は
、
月
額
1
万
3
8
6
0
円

で
す
。
平
成
18
年
度
分
の
納
付
書

（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
）

は
4
月
上
旬
頃
、
社
会
保
険
庁
か

ら
ご
本
人
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま

す
。保

険
料
は
全
国
の
金
融
機
関
の

ほ
か
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
翌
月

末
が
納
付
期
限
で
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

《
前
納
割
引
》

国
民
年
金
保
険
料
の
4
月
分
か

ら
翌
年
の
3
月
分
ま
で
を
4
月
末

日（
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
）ま
で

に
前
納
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引

さ
れ
ま
す
。
現
行
の
保
険
料
年
額

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
体
育
協
会
所
属
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
当
市
に
は
、
次
の
27
団
体

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ
り
ま
す

の
で
、
入
団
希
望
が
あ
る
場
合
は
、

市
体
育
協
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
平
和
フ
ァ
イ
ア
ー
ズ（
野
球
）

2
四
方
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ（
野
球
）

3
大
鶴
リ
ト
ル
フ
レ
ン
ズ（
野
球
）

4
上
野
原
ゼ
ル
コ
ウ
バ（
野
球
）

5
上
野
原
リ
ト
ル
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

（
野
球
）

6
島
田
タ
イ
ガ
ー
ス（
野
球
）

7
Ｙ
・
Ｓ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス（
野
球
）

8
秋
山
少
年
野
球（
野
球
）

9
桂
畔
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

10
F
・
C
上
野
原（
サ
ッ
カ
ー
）

11
コ
モ
ア
サ
ッ
カ
ー

12
上
野
原
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

13
C
S
C
卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ

14
上
野
原
空
手
道

15
松
涛
会
上
野
原
支
部（
空
手
）

16
北
神
館
空
手
道

17
秋
山
空
手
道

18
山
梨
上
野
原（
少
林
寺
拳
法
）

19
上
野
原
円
道
ク
ラ
部（
合
気
道
）

20
上
野
原
剣
道

21
天
心
館（
剣
道
）

16
万
6
3
2
0
円
を
前
納
し
た
場

合
に
は
、
保
険
料
は
年
額
で
16
万

3
3
7
0
円
と
な
り
、
2
9
5
0

円
割
引
と
な
り
ま
す
。

5
月
以
降
で
も
該
当
月
か
ら
翌

年
3
月
ま
で
を
前
納
す
る
と
割
引

額
は
該
当
月
に
よ
っ
て
違
い
ま
す

が
割
引
か
れ
ま
す
。
年
度
途
中
で

希
望
を
す
る
方
は
、
山
梨
社
会
保

険
事
務
局
大
月
事
務
所
ま
た
は
市

役
所
国
保
年
金
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
等
の
同
時
支
給
が
可
能
に
な

り
ま
す
》

今
ま
で
、
障
害
基
礎
年
金
と
老

齢
厚
生
年
金
は
同
時
に
受
け
と
る

こ
と
が
で
き
ず
、
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
権
者
に
と
っ
て
は
、
障
害

を
持
ち
な
が
ら
就
労
し
て
自
ら
保

険
料
を
納
付
し
た
こ
と
が
年
金
給

付
に
反
映
さ
れ
に
く
い
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
障
害
者
の
就
労
に
つ

い
て
、
年
金
制
度
上
も
評
価
し
、

地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
を
可
能

と
す
る
た
め
の
経
済
的
基
盤
を
強

化
す
る
観
点
か
ら
、
障
害
基
礎
年

金
と
老
齢
厚
生
年
金
、
ま
た
は
、

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金

が
同
時
に
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
に

見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

子供のいじめ相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

13日（要予約　　62ー3115） 市老人福祉センター

市老人福祉センター
63-3444

奈良貞夫さん宅
63-1029

もみじホール相談室

もみじホール
会議室１

市商工会

織物工業協同組合

午前  10：30 ～ 午後 3：00
毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
11日
午前 10：00 ～ 　　正　午
毎日
午後 6：00 ～ 午後 9：00

13日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

4月の相談日

63-5700
0120-28-7830

午前 10：00 ～ 午後 3：00
18日

17日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

もみじホール
3階和室

市役所会議室A
秋山公民館

　 　

訂
正
と
お
詫
び

平
成
17
年
2
月
に
発
行
し
た

「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」53
ペ

ー
ジ
ふ
る
さ
と
長
寿
館
の
電
話
番

号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誤
℡
0
5
5
4
―

67
―

2
9
0
1
・

2
1
8
6↓

正
℡
0
5
5
4
―

67
―

2
9
1
0

誤
蕭
0
5
5
4
―

67
―

2
9
1
0

↓

正
蕭
0
5
5
4
―

67
―

2
1
8
6
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その他

※　納期限が土・日曜日、国民の祝日にあたる場合には、その翌営業日までが納期限となります。
※　口座振替で納税・納入されている方は、納期限前までに預貯金の残高を確認してください。
※　法改正等により納期限が変更になる場合もありますのでご注意ください。

納
期
限
お
よ
び
口

座
振
替
の
振
替
日

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

市
・
県
民
税

固
定
資
産
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

市
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

市
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

固
定
資
産
税

国
民
健
康
保
険
税

市
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

固
定
資
産
税

国
民
健
康
保
険
税

保
育
所
保
育
料

市
営
住
宅
使
用
料

幼
稚
園
授
業
料

水
道
使
用
料

下
水
道
使
用
料

毎
月
末
日
（
た
だ
し
、
12
月
は
25
日
）

31
日

30
日

31
日

31
日

10
月
2
日

31
日

30
日

25
日

31
日

28
日

毎月

税
　
目
　
等

偶
数
月
の
26
日

9
月
末
日
・
3
月
末
日

第
1
期
・
全
期

全
期

第
1
期
・
全
期

第
2
期

第
1
期

第
1
期

第
2
期

第
2
期

第
2
期

第
3
期

第
3
期

第
3
期

第
4
期

第
4
期

第
5
期

第
5
期

第
3
期

第
6
期

第
4
期

第
7
期

第
6
期

第
4
期

第
8
期 期

　
別

2 1 12 11 10 9 8 7 6 ５ 月別 市
税
・
使
用
料
等
納
期
一
覧
表

平
成
18
年
度
の
市
税
・
使
用
料

等
の
納
期
は
、
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

税
務
課
よ
り
お
知
ら
せ

テ
レ
ビ
受
信
施
設
使
用
料（
秋
山
）

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
次
の
と

お
り
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

の
授
業
「
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
公
開
講
座
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

お
好
き
な
回
を
ど
な
た
で
も
受

講
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
、「
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
連
携

講
座
で
す
。

●
受
講
料
　
無
料

●
定
員

各
回
30
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
場
所
　
帝
京
科
学
大
学
本
館
棟

●
申
込
み
方
法

4
月
3
日（
月
）よ
り
電
話
受
付

開
始

な
お
、
受
付
時
間
は
、
平
日
の

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

帝
京

科
学
大
学
総
務
課（
蕁
63
―

6
9

1
1
）

我
が
家
の
主
役

掲
載
写
真
募
集

元
気
な
お
子
さ
ん
の
写
真
を

「
広
報
う
え
の
は
ら
」に
掲
載
し
、

記
念
に
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
申
込
み
方
法
　
市
役
所
企
画
課

に
用
意
し
て
あ
る
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
掲
載
し

た
い
写
真（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

の
場
合
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ

ス
ク
で
も
可
）を
添
え
て
企
画

課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
電
子
申
請
窓
口
、
申
請
書

様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
写
真
掲
載
対
象
者
　
市
内
在
住

の
お
子
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
計
画
推

進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

開催日
4月11日
（火）
4月18日
（火）
4月25日
（火）
5月9日
（火）
5月16日
（火）

回

1

2

3

4

5

時 間

11：20～
12：50

講　　師
粕谷俊雄 先生
（本学前教授）
青木恵理子 先生（犬のしつけ方
インストラクター）
青木　玲 先生
（馬の保護管理研究会主宰）
中村禎里 先生
（立正大学名誉教授）
松岡史朗 先生（NPO法人NFS専
任理事/動物写真家）

演　　題
鯨類の社会：

自然保護の観点から
精神科での

アニマルセラピー実践

馬の愛護と管理の新しい道

日本人の動物観

野生哺乳類の
観察法と写真撮影法

第14回全国小学生
作文コンクールで入選

2月18日、第14回全国小学生作
文コンクール「わたしたちのまち
のおまわりさん」において、沢松
小学校の渡邉拓海くんが入選し、
賞状が贈られました。
受賞した渡邉拓海くんは、「自

分でもびっくりしています。受賞
に恥じないように勉強をがんばり
たい。」と話していました。
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男
女
共
同
参
画
ニ
ュ
ー
ス
　
ス
マ
イ
ル

《
上
野
原
ス
マ
イ
ル

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
》

上
野
原
市
で
は
、
平
成
17
年
6

月
に
『
上
野
原
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
』

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
上
野
原
市
の
誰
も
が

こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

こ
の
ま
ち
に
ず
っ
と
住
ん
で
い
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
男

女
共
同
参
画
と
い
う
視
点
か
ら
見

つ
め
考
え
た
プ
ラ
ン
で
す
。

『
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
、
男
女
が
互
い
に

認
め
合
い
、
思
い
や
る
、
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。』
と
い
う
総
合
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
17
年
10

月
に
『
上
野
原
市
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
』
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
21
名
の
推
進
委
員
が
活

動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

《
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て

何
で
し
ょ
う
？
》

男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
こ

と
。
女
性
も
男
性
も
職
場
や
家
庭

や
地
域
で
人
間
ら
し
い
生
き
方
を

楽
し
め
る
こ
と
。
お
互
い
が
支
え

あ
い
、
利
益
も
責
任
も
分
か
ち
あ

え
る
こ
と
。
男
女
で
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
社
会
像
で
あ
る
、
と
内
閣

府
で
は
言
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
に
は
、『
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
』
が
あ
り
、
山
梨

県
に
は
、『
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
』
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
10
年
に
は
、『
や

ま
な
し
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
21
』

が
策
定
さ
れ
、
県
で
も
男
女
共
同

参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
取
り
組

み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
野
原
市
の
推
進
委
員
会
も
、

そ
の
よ
う
な
社
会
的
な
動
き
の
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

＊

こ
れ
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
と
こ

ろ
へ
、
推
進
委
員
が
お
邪
魔
す
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

と
き
は
、
ぜ
ひ
話
に
耳
を
傾
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情

報
を
発
信
し
て
行
く
予
定
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識

の
改
革
が
必
要
で
す
。
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
、
一
緒
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
上
野
原
市
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

広報うえのはら・あきやまの
縮刷版を販売しています

市では、旧町村のあゆみや出来事がぎっしりつまっ
た旧上野原町の広報うえのはらと旧秋山村の広報あき
やまの縮刷版を作成しました。
昨年の広報うえのはら8月号で予約を受け付けまし

たが、まだ、残部数がありますのでご希望の方はお求
めください。

《広報うえのはら縮刷版》
●内容　昭和54年1月号（281号）～平成17年2月号（613

号）2巻に分かれています。
●販売価格　7,000円

《広報あきやま縮刷版》
●内容・昭和26年7月号（1号）～平成17年2月号（162号）
●販売価格　5,000円

●問い合わせ 企画課計画推進担当（蕁62－3118）

完
成
し
た
縮
刷
版

▲

麻しんおよび風しん予防接種

平成18年4月1日～平成19年3月31日までの間、次の
項目に該当する方で、接種を希望する方は、母子手
帳を持参のうえ、保健センターまでお越しください。
①接種時に1歳から2歳未満で、麻しんおよび風
しん予防接種を未接種の児（かかっていない児
を含む）

↓
両方とも接種していない場合は、MR混合ワク
チン1期を接種（定期接種）

②接種時に1歳から2歳未満で、麻しん風しんど
ちらかの予防接種を未接種の児（かかっていな
い児を含む）

↓
どちらか未接種のワクチンを接種（任意接種で
すが、接種費用は市が負担します。）

③５歳から７歳未満の児で、小学校就学前1年間
（幼稚園および保育所の年長児）にある児で、
麻しんおよび風しんのどちらの予防接種も接
種していない児

↓
麻しん風しん混合ワクチン２期を接種（定期接
種）

※定期接種　予防接種法の下での接種
※任意接種　予防接種法には該当しません。
●問い合わせ 長寿健康課保健担当（蕁62－4134）



市
ゴ
ル
フ
連
盟
で
は
、
次
の
要

領
で
、
第
12
回
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時

5
月
25
日（
木
）

●
場
所

オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
費

3
0
0
0
円

●
プ
レ
イ
代

1
万
3
5
0
0
円

（
食
事
付
、
飲
み
物
・
消
費
税

は
別
料
金
と
な
り
ま
す
。）

●
定
員

160
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
込
み
資
格

市
内
に
住
所
の

あ
る
方

●
申
込
み
方
法

参
加
申
込
書

（
一
人
で
も
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
参
加
費
を
添
え

て
、
左
記
の
各
地
区
役
員
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
紙
は
、
各
地
区
役
員

宅
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
期
間

5
月
12
日（
金
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ

市
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
事
務
局

奈
良
寿
弘（
自
宅
・
夜
間
の
み

蕁
68
―

2
2
0
3
）

広報うえのはら　No.14  18

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な

課題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしてい
ますので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおお

むね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課計画推進担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

4月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、4月24日（月）午前9時から11時です。

市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
参
加
者
募
集

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
在
職
者
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

《
ワ
ー
ド
・
基
礎
》

●
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
人

●
日
程

6
月
1
・
2
・
5
・

6
・
8
・
9
日
の
6
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
8
時
50
分

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

《
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
》

●
対
象
者
　
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の

知
識
を
習
得
し
た
い
方

●
日
程

6
月
5
・
6
・
8
・

9
・
12
日
の
5
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
8
時
50
分

●
定
員
　
10
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

《
中
高
年
齢
者
の
講
座
造
園
》

●
対
象
者
　
中
高
年
齢
者

●
日
程

6
月
15
・
16
日
の
2
日

間
●
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

《
ワ
ー
ド
・
応
用
》

●
対
象
者
　
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作

が
で
き
る
人

●
日
程

6
月
22
・
23
・
26
・

27
・
29
・
30
日
の
6
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
8
時
50
分

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

《
人
の
扱
い
方
》

●
対
象
者
　
管
理
監
督
者

●
日
程

6
月
23
・
26
・
27
・

29
・
30
日
の
5
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
8
時
50
分

●
定
員
　
10
人

●
受
講
料

1
0
0
0
円

《
家
屋
営
繕
科
》

●
訓
練
期
間
　
6
月
〜
11
月（
6
か

月
間
）

●
応
募
資
格

公
共
職
業
安
定
所

の
求
職
申
込
者

●
締
切
　
5
月
8
日（
月
）

●
受
講
料

無
料

●
訓
練
場
所

県
立
都
留
高
等
技

術
専
門
校

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

都
留
高
等
技
術
専
門
校（
蕁
43
―

8
9
1
1
）

地区役員名簿

地 区 名
大 目 地 区
甲 東 地 区

巌 地 区

大 鶴 地 区
島 田 地 区

上野原地区

棡 原 地 区
西 原 地 区

秋 山 地 区

氏 名
水 野 忠 義
志 村 義 夫
落 合 益 美
加 藤 正 雄
柴 山 　 章
市 川 　 深
小 鷹 正 利
野 路 正 文
原 島 清 志
福 田 　 建
宮 川 昌 雄
佐 野 忠 利
富 田 裕 久
鷹 取 偉 一
高 橋 武 彦
奈 良 長 光
佐 藤 　 均
関 戸 正 文
小笠原嘉秀



■南都留合同庁舎
所在地　都留市田原3－3－3
◇富士・東部地域県民センター
総合窓口（パスポート、納税証明）、
消防防災などの業務（蕁45－7800）

◇富士・東部林務環境事務所
森林、林業、環境の保全などの業
務（蕁45－7810）

◇富士・東部農務事務所
農業、農村整備、農地関係の調整
などの業務（蕁45－7830）
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富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

「
看
護
の
日
」
ご
案
内

〜
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
〜

5
月
12
日
は『
看
護
の
日
』、
5

月
7
日
〜
13
日
は『
看
護
週
間
』で

す
。
こ
れ
は
、
近
代
看
護
の
創
始

者
で
あ
る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
生

誕
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
を
通
じ
て
、『
看

護
の
心
』
の
普
及
啓
発
を
行
い
、

看
護
に
つ
い
て
の
関
心
、
理
解
を

呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

《
第
二
十
八
回
山
梨
県
看
護
大
会
》

●
日
時

5
月
12
日（
金
）午
後
2

時
〜

●
場
所

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

《
い
き
い
き
看
護
文
化
展
》

●
日
時

5
月
7
日
〜
13
日

●
場
所

県
民
情
報
プ
ラ
ザ

《
看
護
の
心

普
及
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
》

●
日
時

5
月
12
日（
金
）

●
場
所

Ｊ
Ｒ
大
月
駅
前
他

《
一
日
看
護
師
》

6
月
〜
7
月
の
期
間
、
管
内
高

校
生
を
対
象
に
一
日
看
護
体
験
実

習
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
保

健
福
祉
事
務
所
・
健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
4
）

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

ア
サ
の
若
い
葉
で
あ
る
大
麻
に

は
幻
覚
を
引
き
起
こ
す
成
分
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
の
栽
培

や
所
持
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

け
し
の
仲
間
は
園
芸
用
の
植
物

と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
け
し
の
仲
間
に
も
麻
薬
の
成

分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
法
律

で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
外
観
の

特
徴
か
ら
園
芸
用
の
け
し
と
区
別

で
き
ま
す
。

春
先
は
、
ア
サ
や
け
し
が
成
長

し
て
、
そ
の
特
徴
が
現
れ
る
時
期

で
す
。
そ
こ
で
、
不
正
大
麻
・
け

し
撲
滅
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

5
月
1
日
〜
6
月
30
日

※
不
正
栽
培
ま
た
は
自
生
し
て
い

る
大
麻
・
け
し
を
発
見
し
た
場

合
は
、
富
士
・
東
部
保
健
所
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
保

健
福
祉
事
務
所

衛
生
課（
蕁

0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
3
）

伝
　
　
言
　
　
板

県
で
は
、
こ
の
４
月
か
ら
地
域

振
興
局
を
廃
止
し
、
新
し
い
事
務

所
で
業
務
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

富
士
北
麓
・
東
部
地
域
を
富
士
・

東
部
地
域
と
し
ま
し
た
。

富
士
・
東
部
地
域（
富
士
吉
田

市
、
都
留
市
、
大
月
市
、
上
野
原

市
、
南
都
留
郡
、
北
都
留
郡
）を

担
当
す
る
事
務
所
を
南
都
留
合
同

庁
舎
、
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
、
北

都
留
合
同
庁
舎
に
置
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

県
新
行
政
シ
ス
テ
ム
課

（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
6
3

7
）

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.j
p/ ４

月
か
ら
山
梨
県
の
出
先
機
関
が
変
わ
り
ま
す

■北都留合同庁舎
所在地　大月市大月町花咲1608－3
◇富士・東部建設事務所
道路、河川、都市計画、住宅およ
び建築などの業務（蕁22－7810）

■富士吉田合同庁舎
所在地　富士吉田市上吉田1－2－5
◇富士・東部保健福祉事務所
社会福祉、社会保障、保健衛生な
どの業務（富士・東部保健所）
（蕁0555－24－9032）
◇富士・東部建設事務所吉田支所
富士吉田市、南都留郡内の区域の
道路・河川の整備や維持管理を行
います。



大
目
地
区

一
ノ
宮
咲
良

さ
く
ら（

孝
明
）

島
田
地
区

飯
島
彩
乃

あ
や
の（

信
夫
）

上
野
原
地
区

山
口
拓
哉

た
く
や（

法
生
）、
横
瀬
真
己

ま
さ
き

（
公
一
）、
臼
井
寧
々

ね

ね

（
啓
貴
）、

青
柳
友
希

ゆ
う
き（

和
宏
）、
宇
田
川
輝あ

き
ら

（
政
志
）、
石
井
太
陽

ひ
か
る（

弘
貴
）

秋
山
地
区

井
上
颯
麻

そ
う
ま（

吉
國
）

上
野
原
地
区

畑
野
久
＝
小
林
ゆ
み

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
2
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課計画推進担当（電話62-3118）

膝
の
痛
み

上
野
原
市
立
病
院
　
整
形
外
科

石
塚
　
謙
　
医
長

NO.14

今
回
は
、
主
に
高
齢
者
の
膝
の

痛
み
の
原
因
と
し
て
、
多
い
と
思

わ
れ
る
変
形
性
膝
関
節
症
に
つ
い

て
話
し
ま
す
。

変
形
性
膝
関
節
症
は
、
関
節
軟

骨
を
中
心
と
し
て
、
膝
関
節
が

徐
々
に
退
行
性
変
性
を
来
た
し
、

痛
み
、
腫
れ
、
変
形
な
ど
が
生
じ

る
病
気
で
す
。
い
わ
ゆ
る
『
年
齢

的
な
変
形
』
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。

明
ら
か
な
原
因
が
な
く
、
加
齢
に

伴
っ
て
徐
々
に
進
行
す
る
一
次
性

の
も
の
は
女
性
に
多
く
、
日
本
人

で
は
、
O
脚
に
な
る
内
側
型
の
も

の
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
。

症
状
は
、
歩
行
時
や
歩
行
後
の

膝
関
節
痛
が
主
で
、
安
静
に
よ
り

軽
快

け
い
か
い

し
ま
す
。
痛
み
は
膝
関
節
の

内
側
部
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、
さ

ら
に
進
行
す
る
と
、
関
節
水
症
が

出
現
し
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
進

行
す
る
と
、
O
脚
や
関
節
の
動
き

の
制
限
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

検
査
は
、
基
本
的
に
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
を
と
っ
て
診
断
し
ま
す
。

関
節
の
隙
間
が
狭
く
な
っ
た
り
、

骨
棘

こ
っ
き
ょ
く（

ト
ゲ
）が
見
ら
れ
た
り
し
ま

す
。
C
T
や
M
R
I
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
診
断
と
治
療
を
兼

ね
て
、
関
節
鏡
検
査（
下
手
術
）を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

鑑
別
診
断
と
し
て
は
、
関
節
リ

ウ
マ
チ
、
大
腿
骨
顆
部
骨
壊
死

だ

い

た

い

こ

つ

か

ぶ

こ

つ

え

し

な

ど
が
あ
り
ま
す
。

保
存
療
法
に
は
、
生
活
の
改
善

（
肥
満
の
予
防
、
改
善
）、
運
動
療

法（
大
腿
四
頭
筋
訓
練
が
有
効
と

い
わ
れ
て
い
る
）、
薬
物
療
法

（
消
炎
鎮
痛
剤
、
湿
布
、
塗
り
薬
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
関
節
水
症
に

対
す
る
穿
刺

せ

ん

し

、
除
去
や
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
製
剤
の
関
節
内

注
入
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

膝
の
装
具
や
足
底
板

そ
く
て
い
ば
ん

を
使
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

手
術
療
法
に
は
、
関
節
鏡
視
下

手
術
、
高
位
脛
骨
骨
切
り
術

こ
う
い
け
い
こ
つ
こ
つ
き
り
じ
ゅ
つ

、
人

工
関
節
置
換
術
な
ど
が
あ
り
ま

す
。膝

の
痛
み
な
ど
で
困
っ
て
い
る

方
は
、
整
形
外
科
外
来
を
受
診
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ス

ト
レ
ッ
チ
の
指
導
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

婚

姻

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

上野原地区 荒井 すずか
す ず か

ちゃん（6歳）

文男さんとかずみさんの長女

“元気いっぱいに育ってね”

大目地区 水越 海里
み さ と

ちゃん（5か月）

博光さんと靖子さんの二女

“三人きょうだいの三番目、
思いやりのある優しい子に育ってね”



大
目
地
区

坂
本
八
重
野（
住
雄
）、
佐
藤
弘

（
久
男
）

甲
東
地
区

和
智
學（

枝
）、
白
倉
　
子（
忠
雄
）、

市
川
房
子（
平
）、
網
野
　
　
子

（
治
）

巌
地
区

加
藤
育
子（
史
）

島
田
地
区

河
内
フ
ミ
子（
哲
雄
）

上
野
原
地
区

田
村
わ
　
代（
一
雄
）、
奈
良
　
茂

子（
正
幸
）、
田
中
マ
サ（
博
）、

闍
橋
ヒ
ロ
子（
善
得
）

棡
原
地
区

大
久
保
　
江（
道
夫
）、
長
田
秋
雄

（
一
夫
）

秋
山
地
区

小
笠
原
勲（
英
喜
）、
杉
本
福
義

（
俊
一
）
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◇『
わ
く
ら
ば
日
記
』

朱
川
湊
人
／
著
　
角
川
書
店

不
思
議
な
能
力
を
持
つ
少

女
、
こ
の
少
女
が
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
事
件
の
真
相
や
様
々
な

人
間
模
様
を
昭
和
30
年
代
を
舞

台
に
描
く
心
温
ま
る
短
編
集
。

◇『
ザ
ー
ヒ
ル
』

パ
ウ
ロ
・
コ
エ
ー
リ
ョ
／
著

旦
　
敬
介
／
訳
　
角
川
書
店

満
ち
足
り
た
生
活
を
捨
て
て

姿
を
消
し
た
妻
。
失
っ
た
愛
を

求
め
旅
立
つ
作
家
は
、
自
ら
の

魂
の
い
ま
だ
知
ら
れ
ざ
る
場
所

へ
と
。

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

44
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

2 3 4 5 6 7
1
8

9 10 11 12 13 14 15
16 18

25 26
19 20

28
21 22
2923

17
24

30

　　

27

一

般

書

◇
『
お
腹
召
し
ま
せ
』

浅
田
次
郎
／
著
　
中
央
公
論
新

社
◇
『
時
は
静
か
に
戦
慄
く
』

木
宮
条
太
郎
／
著
　
新
潮
社

◇
『
衣
食
足
り
て
』

山
口
　
瞳
／
著
　
河
出
書
房
新

社
◇
『
恋
を
し
よ
う
。
夢
を
み
よ
う
。

旅
に
で
よ
う
。』

角
田
光
代
／
著
　
ソ
ニ
ー
・
マ

ガ
ジ
ン
ズ

◇
『
世
界
の
果
て
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
』

ミ
カ
エ
ル
・
ニ
エ
ミ
／
著
　
岩

本
正
恵
／
訳
　
新
潮
社

◇
『
人
生
力
を
つ
け
る

77
人
の
珠
玉
の
言
葉
』

笠
間
達
男
／
著
　
学
事
出
版

◇
『
ヒ
デ
キ
マ
ツ
イ
』

朝
田
武
蔵
／
著
　
日
本
経
済
新

聞
社

児

童

書

◆
『
ハ
ロ
ル
ド
の
し
っ
ぽ
』

ジ
ョ
ン
・
ベ
ー
メ
ル
マ
ン
ス
・

マ
ル
シ
ア
ー
ノ
／
作
　
石
井
睦

美
／
訳
　
B
L
出
版

◆
『
チ
ャ
ー
リ
ー
・

ボ
ー
ン
は
真
夜
中
に
』

ジ
ェ
ニ
ー
・
ニ
モ
／
作
　
田
中

薫
子
／
訳
　
ジ
ョ
ン
・
シ
ェ
リ

ー
／
画
　
徳
間
書
店

◆
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン16

歳
の
夢
』

戸
田
盛
和
／
著
　
岩
波
書
店

◆
『
天
文
学
入
門
』

星
・
銀
河
と
わ
た
し
た
ち

嶺
重
　
慎
・
有
本
淳
一
／
編
著

岩
波
書
店

◆
『
帰
り
道
の
1
年
』

た
か
は
し
き
よ
し
／
絵
・
文

岩
瀬
　
徹
／
監
修
　
偕
成
社

◆
『
す
べ
て
の
人
に
医
療
を
』

早
乙
女
勝
元
・
山
本
耕
二
／
編

梅
津
ち
お
／
文
　
国
境
な
き
医

師
団
日
本
／
監
修
　
大
月
書
店

絵

本

○
『
お
で
ん
さ
む
ら
い
』

こ
ぶ
ま
き
の
ま
き

西
村
繁
男
／
絵
　
内
田
麟
太

郎
／
文
　
く
も
ん
出
版

○
『
ど
う
ぶ
つ
に
　
ふ
く
を

き
せ
て
は
　
い
け
ま
せ
ん
』

ロ
ン
・
バ
レ
ッ
ト
／
画
　
ジ
ュ

デ
ィ
・
バ
レ
ッ
ト
／
文
　
ふ
し

み
み
さ
を
／
訳
　
朔
北
社

○
『
あ
な
た
を
ず
っ
と

ず
っ
と
あ
い
し
て
る
』

宮
西
達
也
／
作
絵
　
ポ
プ
ラ
社

○
『
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
っ
た
こ
と
の
な
い
君
に
』

長
谷
川
集
平
／
作
　
理
論
社

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

４
月
は
お
休
み
で
す
。

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
紙
工
作
教
室
』

◎
日
時
　
4
月
22
日（
土
）

午
後
2
時
〜

☆
お
は
な
し
会
☆

『
は
じ
め
て
の

お
る
す
ば
ん
』
ほ
か

◎
日
時
　
4
月
15
日（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
雪
姫
』中
原
淳
一
作
　
他

◎
日
時
　
4
月
16
日（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
蔵
書
点
検
休
館
☆

4
月
3
日（
月
）か
ら
4
月
11
日

（
火
）ま
で
蔵
書
点
検
・
館
内
整

理
の
た
め
お
休
み
と
な
り
ま

す
。（
秋
山
分
館
は
除
く
）
返

却
本
は
、
図
書
館
前
の
返
却
ポ

ス
ト
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

死

亡

今
月
の
一
冊

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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：
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代
）

ホ
ー
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ペ
ー
ジ
：
h
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://w
w
w
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o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ai l ：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

3月1日～7日まで、火災予防の呼びかけや火災の
発生を防止することなどを目的に春の火災予防運動が
実施されました。
また、3月5日には、多くの消防団員や消防車両が

参加して防火パレードも行われました。

上野原市長さんと語る会

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

2月27日、市議会議事堂で市内17校の小・中学校の代表者と上野
原市長や教育委員が出席して、上野原市長さんと語る会が行われまし
た。
語る会では、学校の代表者一人ひとりがその学校の特色や、これか

ら市にやってもらいたい要望などを報告していました。要望では、学
校の統合の問題や小学校での英語学習（ふれあいながら英語を学ぶ）、
気軽に遊べる公園の設置など多くの意見が出ていました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください
企画課計画推進担当 電話62-3118

人口●28,406人 （－48）
男 ●14,188人 （－ 7）
女 ●14,218人 （－41）
世帯●10,052世帯（－14）
平成18年3月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●防火パレード
3月5日、もみじホールにおいてスポーツ吹き矢教

室が開催されました。吹き矢はスタートラインから8
ｍのところに的があり、一人5本を1ラウンドとして
3ラウンドで1ゲームとなっています。当日は、子ど
もから大人まで多くの人が体験し、楽しんでいました。

●スポーツ吹き矢教室

西原中学校では、地区の山・川・地名・旧跡の場所
や名称を114ページの冊子としてまとめました。こ
の冊子を作るにあたり、全校生徒19人で高齢者の方
に話を聞き、可能な場所は現地調査を行い、写真を撮
るなどして確認しました。（写真は3月10日の学習会）

●郷土西原を探求した成果を本にまとめる
巌地区仲居区では、地域住民のボランティアで、四

方津小学校・巌中学校の通学路4か所に防犯ベルを設
置しました。これは、現在、続発している小・中学生
に対する事件が起こらないようにと設置されていま
す。（写真は3月6日の防犯ベル開設式）

●仲居区で防犯ベルを設置
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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